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研究成果の概要（和文）：本研究は、他人の富の可視化が、投資行動、富の蓄積、富の満足度、再分配にどのよ
うな影響を与えるのかを、投資（私的財提供）ゲームを用いた経済実験、学習モデルに基づく構造推定によって
明らかにした。
 3つの知見が得られた。第一に、低位者（＝貧困者）は他人の富の分配が可視化されている場合には、可視化さ
れていない場合よりも投資を行う可能性が高い。第二に、積極的な投資によって、人々は集団の経済階層を頻繁
に移動できるようになり、貧富の格差が減少する。最後に、低位者は他人の富を意識すると、自分の富に対する
満足度を低める。我々は、積極的投資、社会的流動性、富の満足度の間の重要なトレードオフを導き出すことが
できた。

研究成果の概要（英文）：In the present study, we try to determine how the increasing visibility of 
others’ wealth, which is accelerated by information technology and globalization, affects people’s
 investment behaviour, wealth accumulation, and wealth satisfaction, by designing an economic 
experiment with the investment (private goods provision) game and conducting a structural estimation
 based on the learning model.
 We have three main findings. First, the low-ranked people (i.e., poor) are more
likely to invest when a distribution of others’ wealth is visible than when it is not. Second, 
active investment enables people to move frequently in the economic hierarchy of the group and 
decreases the wealth disparity. Last, low-ranked people are less satisfied with their final wealth 
when they are aware of others’ wealth. We can derive an important trade-off between active 
investment, social mobility, and wealth satisfaction.

研究分野：実験経済学，行動経済学，意思決定論

キーワード： 所得格差　投資ゲーム　実験室実験　オンライン実験　構造推定
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研究成果の学術的意義や社会的意義
他人の富の可視化が、人々の投資行動、富の蓄積、富の満足度にどのような影響を与えるかに関して，以下のよ
うな知見が得られた．第一に、低位者（＝貧困者）は、他者分配が行われた場合に他人の富の分配が可視化され
ている場合には、可視化されていない場合よりも投資を行う可能性が高い。第二に、積極的な投資によって、
人々は集団の経済階層を頻繁に移動できるようになり、貧富の格差が減少する。最後に、低ランクの人々は、他
人の富を意識すると、最終的な自分の富に対する満足度が低くなる。我々は、積極的投資、社会的流動性、富の
満足度の間の重要なトレードオフを導き出すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

World Inequality Report (2018),World Bank Report (2015) 等によると,ここ数十年来,最貧
困ライン(１日 1.9 米ドル)以下で生活している人々は世界的に見て減少しているものの,国家間,

国内での所得格差は拡大してきている.所得格差が社会に大きな影響を及ぼすことは想像に難く
ない.一方で,所得格差が既得権益の保護から生じているのであれば,人々は健全な経済活動を行
うインセンティブを失うだろう.また,過度な所得格差は社会的な不安定を招くだろう.他方で,

人々の生産性が報酬の違いに反映されなくても(つまり,生産性の大小を反映した所得格差が生
じなくても),人々は効率的な経済活動を行うインセンティブを失うだろう.このような重要な含
意をもつ所得格差の問題は「分配的正義」(J.Rawls)等規範理論においては活発に論じられてき
たものの,所得格差のダイナミクス－発生・拡大・縮小－をミクロレベルから説明する理論モデ
ルは管見ながら非常に少なく,そのモデルに基づいた実証研究はほとんどない. 

 

２．研究の目的 

本研究の中心となる学術的な問いは,所得格差のダイナミクスを,標準的な経済理論のみなら
ず社会心理学・行動経済学の知見を応用しつつ,ミクロレベルから明らかにすることである. 具
体的言えば，所得格差のダイナミクスを,個人内過程(研究計画１),個人間過程(研究計画２),世代
間過程(研究計画３)の三つの視角から分析し,この問題に関して包括的・説得的な知見を作り出す
ことにある. 

 

３．研究の方法 

研究計画１，２，３に関して,主に大学生を対象としたラボ実験だけでなく,インターネット環境
を利用した,一般社会人対象のオンライン実験も実施した． 

 研究計画１ 研究計画2 研究計画3 WP作成 論文投稿 学会発表 

2019年度 ラボ・オンライン実験   〇   

2020年度  ラボ・オンライン実験  〇 〇 〇 

2021年度   ラボ・オンライン実験 〇 〇 〇 

2022年度 必要に応じて,研究計画1・2・3に必要な追加実験を行う  〇 〇 

 
上の表は当初予定であるが，2020 年度，21 年度はコロナ禍によってラボ実験がほとんど

できなかったがオンライン実験を代替的に大規模に実行することができた．コロナの規制
が緩和されてきた 21 年度，22 年度はオンライン実験と合わせて，ラボ実験も行うことでき
当初予定した研究計画を遂行することができた． 
 
４．研究成果 
富の不平等とリスクの高い投資の実行・不実行の選択，および両者の関係は，現代社会におい

て最も重要なテーマのひとつであるが，この問題に焦点を当てた実験的研究は依然として少な
い．本研究では，情報化とグローバル化によって加速する他人の富の可視化が，人々の投資行動，
富の蓄積，富の満足度にどのような影響を与えるかを，投資（私的財提供）ゲームを用いた経済
実験を計画し，学習モデルに基づく構造推定を行うことによって明らかにしようとするもので
ある．その結果，主に 3つの知見が得られた． 
第一に，低位者（＝貧困者）は，他者分配が行われた場合に他人の富の分配が可視化されてい

る場合には，可視化されていない場合よりも投資を行う可能性が高い． 
第二に，積極的な投資によって，人々は集団の経済階層を頻繁に移動できるようになり，貧富

の格差が減少する． 
最後に，低ランクの人々は，他人の富を意識すると，最終的な自分の富に対する満足度が低く

なる．我々は，積極的投資，社会的流動性，富の満足度の間の重要なトレードオフを導き出すこ
とができる． 
 この研究成果は，学会，セミナーで発表され，論文として現在，英文査読付き雑誌に投稿中で
ある． 
 以下，各知見のエビデンスを図・表で示しておく． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 研究計画１ 研究計画2 研究計画3 WP作成 論文投稿 学会発表 

2019年度 ラボ・オンライン実験   〇   

2020年度  ラボ・オンライン実験  〇 〇 〇 

2021年度   ラボ・オンライン実験 〇 〇 〇 

2022年度 必要に応じて,研究計画1・2・3に必要な追加実験を行う  〇 〇 
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